
「当事者」と出会い、新たな気づきを得る。時に批判を受け、「性的マジョリティ」としての自己のまなざし

が問い直される。そのような経験をしながら性教育実践を創り上げてきた3人の教師たちの語りから、こ

んにちのクィアペダゴジーのエッセンスを明らかにしていく。
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＊クィアペダゴジー…ヘテロノーマティブ（異性愛中心的な性規範）

な教育実践や学校のあり方を改革し、ジェンダー・セクシュアリティ

といった〈性〉に関わる権力性を問い直す教育実践のこと


